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症例の紹介

・転倒により⼩指の中⼿⾻⾻折を
呈したギターリストの症例です．

・⼿指の屈曲⾓度は完全なグリップが可能で
握⼒も健側より若⼲弱い程度です．

・実際にギターの練習を始めるとうまく弦を押さえることが
できないということで受診されました．

なぜでしょうか❓❓

・MP，PIP，DIP各関節の関節性拘縮はありませんが，
弦を押さえる動作では可動域制限が出現します．

PIP屈曲MP伸展



手内在筋拘縮テスト

・弦を押さえる動作は，
MP関節伸展位で
PIP関節を屈曲する動作が
要求されます．

・この図は⼿内在筋に拘縮があるか否かを判別する
⼿内在筋拘縮テストの⽅法を⽰しています．

・⼿内在筋に拘縮がある場合では，
MP関節伸展位でのPIP関節屈曲域と
MP関節屈曲位でのPIP関節屈曲域を⽐較します．

PIP屈曲MP伸展



手内在筋拘縮テスト

・MP関節伸展位をとるとMP関節の掌側を通る
⼿内在筋は伸⻑されます．

・⼿内在筋に拘縮があると，PIP関節を屈曲させる程の
伸⻑性が無いので，PIP関節は屈曲制限が出現します．

・MP関節を屈曲位にすると⼿内在筋は緩みますので，
PIP関節の屈曲制限は消失します．

結果
⼩指中⼿⾻⾻折に合併した

第4⾍様筋，第3掌側⾻間筋，第4背側⾻間筋の
癒着が影響していました．
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